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九
月 

別
名 

長
月
（な
が
つ
き
）・建
戌
月
（け
ん
じ
ゅ
つ
げ

つ
）・季
秋
（き
し
ゅ
う
）
。
長
時
間
に
わ
た
り
月
が
見
ら
れ
る
か
ら

『長
月
』と
。
他
に
菊
月
、
紅
葉
月
。 

 

『九
月
の
花
』 

菊
・
彼
岸
花
。
彼
岸
花
は
天
上
の
花
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
桔

梗
、
お
み
な
え
し
、
松
虫
草
、
芙
蓉
、
吾
亦
紅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

芙
蓉 

 
 

 
 

 

 

 
 

『九
月
の
言
葉
』 

『白
露
（は
く
ろ
）』 

空
気
が
冷
え
て
き
て
露
を
結
ぶ
こ
ろ
の 

 

 
 

こ
と
を
言
う
。
よ
う
や
く
残
暑
が
引
い
て
い
き
、
本
格
的 

 
 

に
秋
が
訪
れ
る
こ
ろ
で
す
。 

『重
陽
の
節
句
』 

九
月
九
日
は
重
陽
の
節
句
、
菊
の
節
句
で 

 

長
寿
を
祈
る
日
で
す
。
新
暦
で
は
菊
の
盛
り
に
は
ま
だ
早

い
か
も
。
平
安
の
時
代
、
宮
中
で
は
菊
を
飾
っ
て
鑑
賞
し

た
り
、
盃
に
菊
の
花
び
ら
を
浮
か
べ
て
酒
を
飲
ん
だ
り
詩

歌
を
詠
み
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。 

『御
山
洗
い
（お
や
ま
あ
ら
い
）』 

登
山
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
後
、
富
士
山
の
閉
山
日
に
あ
た
る
旧
暦
七
月
二
十

六
日
ご
ろ
に
降
る
雨
は
、
富
士
山
を
洗
い
清
め
る
御
山

洗
い
の
雨
、
と
山
麓
の
人
た
ち
に
は
言
い
伝
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。 

『な
す
』 

秋
野
菜
の
楽
し
み
の
一
つ
、
漬
物
に
し
て
よ
し
、
焼

い
て
よ
し
、
茄
子
紺
は
日
本
の
色
の
代
表
。 

『秋
分
』 

秋
分
は
、
春
分
と
同
じ
く
昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
に 

な
る
日
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
次
第
に
日
が
短
く
な
り
、

秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
す
。
仏
教
で
は
こ
の
日
を
お
彼
岸
と

し
て
、
先
祖
供
養
の
日
と
し
ま
し
た
。 

『彼
岸
花
』 

別
名
、
曼
珠
沙
華
（ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
）と
呼
ば 

れ
ま
す
。
青
空
の
も
と
稲
の
黄
金
の
み
の
り
の
中
に
こ
の 

花
を
見
る
と
感
動
し
ま
す
。
毒
を
持
つ
た
め
ネ
ズ
ミ
を
寄

せ
付
け
ず
畔
の
土
を
守
り
ま
す
が
、
水
に
晒
し
て
毒
抜 

き
し
た
き
し
た
根
は
飢
饉
の
非
常
食
だ
っ
た
と
も
。 

 



『
九
月
の
暦
」 

    
一 

日 
 

 

関
東
大
震
災
記
念
日
、
防
災
の
日 

二 
日    

富
山
八
尾
風
の
盆
（１
日
～
３
日
） 

      
 

 
 

宝
く
じ
の
日 

四 

日 
 

 
く
し
の
日 

七 

日 
 

 

白
露 

八 

日 
 

 

太
田
呑
龍
開
山
忌 

九 

日    

重
陽
の
節
句
、
救
急
の
日 

十 

日    

二
百
二
十
日
、 

川
中
島
の
合
戦
（一
五
六
一
） 

十
三
日    

世
界
法
の
日 

十
四
日 

 
 

キ
ャ
ス
リ
ー
ン
台
風
（一
九
四
七
） 

十
五
日 

 
 

十
五
夜
、
老
人
の
日 

十
九
日    

敬
老
の
日
、
彼
岸
入
り
。
子
規
忌 

二
十
日 

 
 

空
の
日 

二
十
二
日 

 
 

秋
分
の
日
、
彼
岸
中
日 

二
十
三
日 

 
 

川
柳
忌 

二
十
七
日 

 
 

三
国
同
盟
（一
九
四
〇
） 

二
十
四
日 

 
 

結
核
予
防
週
間 

二
十
五
日 

 
 

彼
岸
明
け 

二
十
九
日 

 
 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
日
、
宣
長
忌
（一
八
〇

一
） 

  

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
八
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は
十
月
二
日(

日) 

三
、
特
定
検
診
、
胃
が
ん
検
診
が
始
っ
て
い
ま
す
。 

十
一
月
三
十
日
ま
で 

四
、
秋
の
休
診
お
知
ら
せ 

 

九
月
十
七
日(

土)

二
十
日(

火)

二
十
一
日(

水) 

 

九
月
二
十
九
日(

木)

を
休
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

す
。
従
っ
て
、
医
院
は 

十
七
日
～
二
十
二
日
ま
で
六
日
間
の
休
み 

と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
致 

し
ま
す
。 

十
月
八
日
（土
）十
五
日
（土
）も
休
診
で
す
。 

五
、 

『生
と
死
と
病
を
考
え
る
』ヒ
ン
ト 

十
月
か
ら
、
僧
侶
、
牧
師
の
お
話
を
聞
き
、
話
し

合
う
集
ま
り
を
も
つ
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
９

月
中
に
院
内
掲
示
、
秋
山
医
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

 
 

（http://
w
w
w
.akiyam

a-cl.co
m

/

） 

  

六
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
１
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 八
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/ 

           

月曜 たこ・魚の目の治療 

火曜 漢方の出番 

水曜 健診の勧め・胃の検査 

木曜 乳癌の早期発見と治療 

金曜 心電図による検査 

土日 脂質の検査 

http://www.akiyama-cl.com/
http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


青
い
眼
の
人
形 

 
  

作
詞  

野
口
雨
情 

             
 

作
曲  

本
居
長
世 

 

 
 

青
い
眼
を
し
た 

 
 

お
人
形
は 

 
 

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の 

 
 

セ
ル
ロ
イ
ド 

 
 

 
 

 
 

日
本
の
港
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
つ
い
た
と
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

い
っ
ぱ
い
涙
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

う
か
べ
て
た 

『わ
た
し
は
言
葉
が 

 

わ
か
ら
な
い 

 

迷
子
に
な
っ
た
ら 

 

 

な
ん
と
し
ょ
う
』  

や
さ
し
い
日
本
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

譲
ち
ゃ
ん
よ 

 
 

 
 

 
 

仲
よ
く
遊
ん
で 

 
 

 
 

 
 

や
っ
と
く
れ 

 
 

 

仲
よ
く
遊
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

や
っ
と
く
れ 

                       
 

 

（大
正
十
年
） 

 
 

 

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
が
起
き
る
と
、
ア

メ
リ
カ
は
日
本
に
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
た
。
日
本
政
府
は

そ
の
お
礼
に
本
居
を
団
長
と
す
る
『
答
礼
使
節
団
』を
結

成
。
・・・
・・一
行
は
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
で
演
奏
。

特
に
日
系
移
民
た
ち
か
ら
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
た
。
演

奏
会
で
評
判
が
よ
か
っ
た
の
が
・・・『A D

o
ll W

ith
 B

lu
e 

E
yes

』 

と
訳
さ
れ
た
『青
い
目
の
人
形
』だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

そ
れ
か
ら
三
年
後
の
昭
和
二
年
三
月
三
日
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

『青
い
眼
の
人
形
使
節
』
と
し
て
、
一
万
体
を
超
す
人
形
が
、
全

国
の
幼
稚
園
や
小
学
校
に
贈
ら
れ
た
。
こ
の
人
形
は
背
丈
が
三

十
セ
ン
チ
。
着
替
え
の
洋
服
や
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
、
そ
れ
に
ベ
ッ
ド

ま
で
あ
り
、
寝
か
す
と
声
を
出
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
パ
ス
ポ
ー
ト

を
持
ち
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
『こ
の
子
を
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
』

と
い
う
内
容
の
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
日
本
側
も
お
返
し

に
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
「一
銭
募
金
」を
呼
び
か
け
、
総
額

二
万
円
余
円
で
日
本
人
形
師
に
制
作
を
依
頼
。
五
十
八
体
の

日
本
人
形
が
海
を
渡
っ
た
。 

 
 

 
 

 

こ
の
計
画
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
日
系
移
民
の
排

斥
運
動
に
よ
る
「移
民
法
」の
制
定
が
あ
っ
た
。
日
米
関
係
の
悪

化
を
憂
え
た
人
た
ち
が
に
日
本
に
人
形
を
贈
り
、
関
係
改
善

に
一
役
買
お
う
と
し
た
の
だ
。
来
日
経
験
の
あ
る
元
宣
教
師
で
、

当
時
世
界
児
童
親
善
会
事
務
局
長
だ
っ
た
シ
ド
ニ
ー
・ギ
ュ
ー
リ

ッ
ク
博
士
が
、
当
時
『青
い
眼
の
人
形
』が
は
や
っ
て
い
た
こ
と
に

ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
う
。 

 
 

 
 

 

昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、
『
青
い
眼
の
人
形
』

た
ち
は
、
“鬼
畜
米
英
″
の
手
先
と
し
て
焼
か
れ
た
り
、
竹
槍
で

疲
れ
た
り
し
て
捨
て
ら
れ
る
運
命
と
な
っ
た
。
戦
後
三
十
年
近

く
が
経
っ
た
昭
和
四
十
八
年
、
群
馬
県
の
小
学
校
で
人
形
が
発

見
さ
れ
た
こ
と
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
の
を
機
に
、
全
国
各

地
か
ら
残
さ
れ
た
人
形
の
情
報
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
。
そ
の

数
は
二
百
体
を
超
し
た
。 

 
 

 
 

 

（学
習
研
究
社 

私
の
心
の
歌 

夏
『夏
の
思
い
出
』よ
り
） 

※
話
題 

 
 

妊
娠
・出
産
時
の
危
険 

ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
資
料
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

け
ん
こ
う 

（八
十
四
） 

 

ジ
カ
熱
に
つ
い
て 

は
じ
め
に 

  

蚊
が
媒
介
す
る
『ジ
カ
熱
』が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が 

  

整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

一
、
疫
学 

 

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
は
、
１
９
４
７
年
に
ウ
ガ
ン
ダ
のZ

ika forest 
 

 

（ジ
カ
森
林
）の
ア
カ
ゲ
ザ
ル
か
ら
初
め
て
分
離
さ
れ
、
ヒ
ト 



 
か
ら
は
１
９
６
８
年
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
研
究

の 

 

中
で
分
離
さ
れ
ま
し
た
。  

ジ
カ
熱
は
、
２
０
０
７
年
に
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
ヤ
ッ 

プ
島
で
の
流
行
、
２
０
１
３
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ

ア
で
約
１
万
人
の
感
染
が
報
告
さ
れ
、
２
０
１
４
年
に
は

チ
リ
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
、
２
０
１
５
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
お
よ

び
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
含
む
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
の
流
行
が
発

生
し
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
以
降
２
０
１
６
年
第

２
週
ま
で
に
、
中
央
お
よ
び
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
カ
リ
ブ

海
地
域
で
は
２
０
の
国
や
地
域
（
バ
ル
バ
ド
ス
、
ボ
リ
ビ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
フ

ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
、
グ
ア
ド
ル
ー
プ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ガ
イ
ア

ナ
、
ハ
イ
チ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
、
メ
キ
シ
コ
、

パ
ナ
マ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
テ
ィ

ン
島
、
ス
リ
ナ
ム
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）か
ら
症
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。  

二
、 

ジ
カ
熱
と
は
ど
ん
な
病
気
で
す
か
？ 

  

１ 

ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
起
こ
る
。  

２ 

軽
度
の
発
熱
、
発
疹
、
結
膜
炎
、
筋
肉
痛
、

関   

節
痛
、
倦
怠
感
、
頭
痛   

３ 

軽
い
症
状
が
２-

７
日
続
き
治
る
。
予
後
は
比

較
的
良
好
。 

ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
を
お
こ

す
こ
と
あ
り
。 

註 

急
性
末
梢
神
経
障
害
。
運
動
麻
痺
を
起
し
、
両
手

両
足
に
力
が
入
ら
な
く
な
り
、
動
か
せ
な
く
な
る
。
遅
く
と

も
１
か
月
以
内
に
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
そ
の
後
徐
々
に
回
復
、

６
―
１
２
カ
月
で
多
く
は
回
復
。
重
症
の
場
合
、
中
枢
神
経

障
害
性
の
呼
吸
不
全
を
来
し
、
こ
の
場
合
に
は
一
時
的
に
気

管
切
開
や
人
工
呼
吸
器
を
要
す
る
が
、
予
後
は
そ
れ
ほ
ど

悪
く
な
い  

４ 

治
療
法
な
く
、
対
症
療
法  

５ 

母
体
か
ら
胎
児
への
垂
直
感
染
（先
天
性
ジ
カ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
）、
小
頭
症
な
ど
の
先
天
性
障
害

を
起
こ
す
可
能
性
あ
り
。 

三
、
ど
の
よ
う
に
し
て
感
染
す
る
の
か
？ 

 
 

１ 

感
染
患
者
を
蚊
が
吸
血
し
、
他
者
を
吸
血
す
る

時
に
感
染
（蚊
媒
介
性
）  

２ 

感
染
者
か
ら
他
の
人
に
直
接
感
染
は
な
い
。  

３ 

輸
血
や
性
行
為
で
感
染
す
る
場
合
あ
り
。  

４ 
感
染
し
て
も
８
割
は
症
状
が
出
な
い
。  

四
、
世
界
の
ど
の
地
域
に
流
行
し
て
い
る
か
？ 

 

１ 

ア
フ
リ
カ
、
中
央
・南
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域  

２ 

近
年
で
は
中
南
米
な
ど
で
流
行  

３ 

タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム  

４ 

標
高
２
０
０
０
ｍ
の
地
域
は
リ
ス
ク
が
低
い  

五
、
日
本
で
感
染
す
る
可
能
性
は
？ 

 

１ 

媒
介
す
る
蚊
（ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
）は
秋
田
県
及
び

岩
手
県
以
南
に
生
息
。  

２ 

流
行
地
で
感
染
し
発
症
期
に
国
内
で
蚊
に
刺
さ

れ
、
そ
の
蚊
が
他
者
の
吸
血
す
る
と
可
能
性
は
あ

る
。  

３ 

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
の
活
動 

５
月
中
旬
～
１
０
月
下
旬
、
日
中
、
野
外
で
の
活 

動
性
が
高
い
。
活
動
範
囲
は
５
０
～
１
０
０
ｍ  

４ 

２
０
１
３
年
以
降
、
海
外
流
行
地
で
感
染
し
、
発 

症
例
が
８
例
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
国
内
感
染
例 

は
な
い
。 

六
、
ど
う
や
っ
て
予
防
す
る
か
？ 

１ 

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
は
な
い  

２ 

蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意 

 

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
蚊
の
忌
避
剤
（虫
よ
け
ス
プ
レ

ー･

軟
膏
）、
殺
虫
剤
、
蚊
取
り
線
香
な
ど 

３ 

蚊
の
発
生
を
抑
え
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E6%9E%A2%E7%A5%9E%E7%B5%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E6%9E%A2%E7%A5%9E%E7%B5%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E6%9E%A2%E7%A5%9E%E7%B5%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%91%BC%E5%90%B8%E4%B8%8D%E5%85%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%97%E7%AE%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%97%E7%AE%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%97%E7%AE%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%97%E7%AE%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E5%91%BC%E5%90%B8%E5%99%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%88%E5%BE%8C


 
１ 

水
中
に
産
卵
。
沼
や
池
よ
り
狭
い
水
た
ま
り

を
好
む
。
植
木
鉢
の
受
け
皿
、
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
た
ま
っ
た
水
、
野
積
み
さ
れ
た
古

タ
イ
ヤ
に
た
ま
っ
た
水
な
ど
を
好
む
。  

七
、
性
行
為
に
よ
る
感
染
の
予
防
法
は
？ 

 
 

１ 

性
行
為
感
染
の
リ
ス
ク
を
重
視  

２ 

流
行
地
滞
在
中
は
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
コ
ン
ド
ー
ム
使
用
か
性
行
為
を
控
え
る
こ
と  

３ 

流
行
地
か
ら
帰
国
し
た
男
性
は
、
症
状
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
低
８
週
間
、
パ
ー
ト
ナ

ー
が
妊
婦
の
場
合
は
妊
娠
期
間
中
、
性
行
為

の
際
に
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る
か
性
行
為

を
控
え
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る  

４ 

母
体
か
ら
の
垂
直
感
染
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、

流
行
地
か
ら
帰
国
し
た
女
性
は
、
帰
国
後
最

低
８
週 

間
は
、
妊
娠
を
控
え
る
よ
う
に  

八
、
ジ
カ
熱
の
、
妊
婦
・胎
児
への
影
響
は
？ 

 

１ 

ブ
ラ
ジ
ル
保
健
省  

 
 

 

妊
娠
中
の
ジ
カ
熱
感
染
と
胎
児
の
小
頭
症
に

関
連
が
見
ら
れ
る
と
発
表  

２ 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
３
／
３
１
、
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

小
頭
症
の
原
因
と
な
る
科
学
的
同
意
が
得
ら

れ
た
と
結
論
付
け
た  

九
、
流
行
地
域
旅
行
中
、
蚊
に
刺
さ
れ
た
ら
？ 

 

１ 

全
て
の
蚊
が
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。  

２ 

心
配
の
場
合
は
、
帰
国
時
に
空
港
検
疫
所
で
相

談
。
帰
国
後
の
場
合
は
、
保
健
所
に
相
談
。
発
熱

の
あ
る
と
き
は
医
療
機
関
へ。  

註 

実
験
室
診
断
はP

C
R

に
よ
る
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子

（RN
A

）検
出
、IgM

抗
体
検
査
や
ペ
ア
血
清
に
よ
る
中
和

抗
体
検
査
な
ど
、
血
清
学
的
診
断
を
行
う
が
一
般
の
診

療
で
は
行
わ
れ
な
い
。 

十
、
ジ
カ
熱
と
デ
ン
グ
熱
の
比
較 

                

十
一
、
ま
と
め 

 

１ 

２
０
１
４
年
の
デ
ン
グ
熱
に
続
き
、
ジ
カ
熱
が
話 

 

題
に
な
っ
て
い
る
。  

２ 

日
本
に
生
息
す
る
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ
が
媒
介
す

る
。  

３ 

性
行
為
、
輸
血
で
感
染
（デ
ン
グ
熱
と
異
な
る
）  

４ 

小
頭
症
な
ど
の
先
天
性
障
害
を
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
。  

５ 

ワ
ク
チ
ン
、
治
療
法
は
な
い
。  

６ 

蚊
の
発
生
を
抑
え
、
刺
さ
れ
な
い
様
に
注
意
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ネ
ッ
タ
イ
シ
マ
カ
（イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

  ジカ熱 デング熱 

病原体 ジカウイルス デングウイルス 

症  状 軽度の発熱、発疹、 

結膜炎、筋肉痛 

高熱、頭痛、筋肉痛、 

節々の痛み、のどの痛み、

咳、発疹、食欲不振 

感染経路 蚊媒介性、輸血、 

性行為 

蚊媒介性 

潜伏期間 ２―７日後発熱 ３-７日 

治療 対症療法（がまん！） 高熱時には病院へ 

（デング出血熱）  



院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
三
十
） 

 

◇
こ
の
写
真
の
お
顔
を
見
て
い
て
、
腹
を
立
て
た
り
、

怒
っ
た
り
す
る
人
は
、
ま
ず
い
な
い
だ
ろ
う
。
詩

人
、
ま
ど
み
ち
お
さ
ん
の
詩
は
、
日
本
人
な
ら
だ

れ
で
も
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

◆
集
英
社
の
人
が
、
ま
ど
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
道
路
わ
き
の
畑
の
隅
に

植
え
ら
れ
た
シ
ソ
の
茎
を
な
で
て
、
言
わ
れ
た
そ

う
で
す
。 

◇
『こ
の
茎
を
切
り
取
る
と
、
切
り
口
が
丸
で
は
な

く
四
角
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

ほ
ん
と
び
っ
く
り
し
た
な
ぁ
。
障
子
や
畳
や
田
ん

ぼ
の
よ
う
な
美
し
い
四
角
形
は
人
工
的
な
も
の
で
、

自
然
の
中
に
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
で
、

そ
の
と
き
の
実
感
を
、
「シ
ソ
の
く
き
」と
い
う
詩 

に
書
い
た
ん
で
す
。
』 

◆
丁
度
こ
の
本
を
読
ん
だ
の
が
、
今
年
の
春
の
こ
と
、

シ
ソ
の
茎
の
育
つ
の
を
待
っ
て
９
月
１
日
、
よ
う
や

く
庭
の
ア
オ
ジ
ソ
を
一
本
ぬ
い
て
き
て
カ
ッ
タ
ー
で
切

っ
て
み
た
。 

 

「あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
四
角
だ
っ
た
！
」 

 

（ま
ど
さ
ん
が
、
ホ
ラ
ネ
っ
て
笑
っ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。
） 

 

◇
同
じ
こ
と
を
、
私
も
自
分
の
仕
事
で
以
前
か
ら
感
じ

て
い
た
。
自
然
に
あ
る
も
の
は
全
て
丸
み
を
帯
び
た

も
の
だ
と
い
う
思
い
込
み
が
通
用
し
な
い
の
が
、
胃
カ

メ
ラ
で
見
る
声
帯
と
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
で
見
る
腸

の
襞
（ひ
だ
）の
作
る
き
れ
い
な
三
角
形
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

声
帯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

人
が
発
す
る
全
て
の
音
が
、
こ
の
白
い
索
状
物
か
ら

出
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
人
を
愛
す
る
優
し

い
声
か
ら
怒
声
、
罵
声
ま
で
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
あ
っ

た
声
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
声
帯
が
か
わ
い
そ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
声
帯
の
奥
に
い
る
主
人
、
心
、

霊
に
よ
っ
て
、
声
帯
を
通
し
て
人
は
神
に
近
い
存
在

に
近
づ
く
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
悪
魔
の
よ
う
な
言
葉

を
発
し
て
、
人
を
悲
し
み
や
苦
し
み
、
死
に
ま
で
追

い
や
り
さ
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
内
に
穏

や
か
で
、
弱
き
幼
き
者
への
い
た
わ
り
を
感
じ
る
主

人
を
住
ま
わ
せ
た
い
も
の
で
す
。 

◆
大
腸
と
聞
く
と
、
糞
便
が
作
ら
れ
、
通
過
す
る
と
こ

ろ
だ
か
ら
、
汚
い
所
と
思
わ
れ
て
い
る
人
が
多
か
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
大
腸
に
と
っ
て
は

無
礼
千
万
、
心
外
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
腸
の
外
側

か
ら
見
る
と
だ
い
た
い
３
等
分
の
距
離
に
縦
に
走
る

襞
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
伸
縮
せ
ず
に
ほ
か
の
部
分

が
膨
隆
し
て
便
汁
の
貯
留
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
索



状
物
が
大
腸
の
内
側
か
ら
見
え
る
三
角
形
の
各

頂
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
腸
内
腔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

◇
こ
れ
ら
が
き
れ
い
に
見
え
て
く
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
患
者
さ
ん
が 

『大
腸
の
な
か
も
き
れ
い
な
ん
で
す
ね
』 

と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

         

◆ 
 

『シ
ソ
の
く
き
』  

ま
ど
・み
ち
お 

 

お
ど
ろ
い
て
し
ま
っ
た 

立
ち
が
れ
た
シ
ソ
の
く
き
を 

切
り
と
っ
て
み
た
ら 

切
り
く
ち
が
四
角
な
の
だ 

ま
る
で
は
な
く
て
・・・ 

 

ま
ん
月
や 

太
陽 

生
き
も
の
の
目
や 

木
の
実 

そ
の
木
の
実
が
落
ち
て
水
の
上
に
か
く 

波
の 

わ 

そ
ん
な 

ま
る
い
も
の
が 

自
然
の
中
に
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た 

だ
が 
人
間
が
つ
く
っ
た 

あ
の
美
し
い 

障
子
や 

た
た
み 

窓
や 

本 そ
の
本
を
天
の
だ
れ
か
に
読
ん
で
貰
う
た
め
に 

野
山
に
な
ら
べ
た
か
の
よ
う
な 

田
ん
ぼ
と
畠 

な
ど
よ
り
も
先
に 

こ
ん
な
所
に
四
角
が
か
く
れ
て
い
た
の
か
！ 

 

人
間
な
ど
は
ま
だ 

し
っ
ぽ
の
は
え
た
四
つ
足
で 

山
川
を
ぴ
ょ
こ
っ
ぴ
ょ
こ
か
け
ず
っ
て
い
た 

大
昔
か
ら
・・・ 

  ◇
最
後
に
、
ま
ど
さ
ん
に
も
ん
だ
い
っ
！ 

こ
れ
は
何
の
切
り
口
で
し
ょ
う
？ 

わ
か
る
か
な
？ 

 

◆
ま
ど
さ
ん
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八
日
に 

 

亡
く
な
り
ま
し
た
。
一
○
四
歳
で
し
た
。 


